
①　以下の文章を読みながら「さ・し・す・せ・そ」に ○（まる）をつけてください。


　わたしがやくしたふぁうすとについては、わたしはあのやくほん
をしてみずからかたらしめるせきでいる。それでげんにあのいんこ
うぼんにもよけいなことはいっさいかきそえなかった。かいかんだ
いいちのいわゆるとびらいちまいのつぎにぶんげいいいんかいのも
んくがさしはさんであるが、あれもいいんかいからのちゅういをう
けて、ようよういれたのである。そのうらにおおたまさおさん、ぶ
んだんでのつうめいきのしたもくたろうさんがこのほんのそうてい
をしてしたすったということわりがきがどいつぶんでかきいれてあ
るが、あれもぶんげいいいんかいのもんくをいれるにきまってか
ら、そのかみのうらがしろくなるので、それをさけるために、おも
いたっていれた。それはおおたさんにじんりょくしてもらってあり
がたくおもっていたので、なにかのきかいにおおやけにめいしゃし
たいとおもっていたからである。ぶんげいいいんかいがわたしにそ
のきかいをあたえてくれたのである。それいじょうにはなにものも
かきそえてない。 
     
②　各仮名の個数を数えて、数を書いてください。


さ　　　し　　　す　　　せ　　　そ


③　何について書かれた文章でしたか？口頭で教えてください。
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